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ポイント１ 都や国の調査結果の分析 
◆観点ごとの分析（都）、「知識」ごと、「活用」ごとの分析（国） 
※各調査の関連についての考察   ※各調査の経年での比較・分析 

ポイント２ 「指導基準」の達成状況の把握、分析
◆観点ごとの分析（国語、算数・数学）  ※各調査との関連についての考察 
ポイント３ 教師の指導上の課題の把握、分析 
◆学習に関する意識調査等の分析 
◆指導上の課題の把握 
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ポイント１ 各教科における授業改善の方向性の明確化 
◆授業改善の基本的な考え方の明確化 
ポイント２ 各教科の授業改善策の具体化 
◆指導の重点化、年間指導計画への位置付け 
◆単元レベルでの学習活動の改善策の具体化  
◆教材・教具レベルの改善策の具体化  

ポイント１ 授業改善の日常化 
◆週ごとの指導計画への授業改善の視点の明記 
◆学習指導案への授業改善の視点 
◆授業改善推進プランの進捗状況の管理 
ポイント２ 効果的な指導方法や指導体制等の教員間での共有化 
◆学年や教科担当の教員相互の授業観察の実施及び効果の検証
◆指導方法や教材・教具、資料等の蓄積と共有化 

ポイント１ 各教科の授業改善の評価と課題の抽出方法 
◆教員による自己評価・相互評価 
◆児童・生徒による授業評価 
◆保護者等による関係者評価 等 
ポイント２ 総合的な学校評価の実施 
◆評価の観点（項目）の設定 
◆評価方法の設定    ◆評価時期の設定    ◆評価の活用の仕方 

ポイント１ 授業改善推進プランの組織的な検証・改善 
◆授業改善に関する校内委員会の設置 
◆校内研修等の活性化 
ポイント２ 次年度の教育課程編成との関連付け 
◆教育課程編成の基本方針や指導の重点等との関連 
◆各教科の年間指導計画や評価計画との関連 
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週ごとの指導計画の例 

「指導基準」の「段階的な
指導」の内容で該当するもの
を記入する。

そして、課題となってい
る児童に対して、どのよう
な手だてを行うか、付箋を
活用して次時の指導に修正
を加えるようにしました。 

１時間の児童の学
習状況から、書く事柄
を自分で見つけるこ
とが課題となってい
る児童が多く見受け
られました。 そこで、このことを

メモし、次時の指導を
修正しました。 

児童の様子をメモするだけ
ではなく、指導方法も考える
ことが大切である。

＜２校時 国語＞ 書く事柄が見つ
けることができていない児童には、
疑問に思ったことや感動したことな
どを想起させる助言を与える。
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校内における活用例 

・ 「指導基準」に記載の「指
導についての基本的な考え
方」や「各領域における学習
指導要領との関連と段階的
な指導」について、関係教員
で読み合い、内容を確認する
とともに、授業改善の具体的
な方策について協議・情報交
換を行う。 

・ 都や国などの学力に関する
調査の結果とともに、「指導基
準」の達成状況について各教
員が分析したものを用いて、
児童・生徒の学力の実態につ
いての協議を行う。 
・ 「指導基準」に基づいて重点
指導事項を設定して、授業改善
推進プランなどの学力向上の
方策について協議を行う。 

・ 「指導基準」を活用しなが
ら、教員が互いに授業を参観
し合い、指導上の課題を見い
だす。 
・ 見いだした指導上の課題に
ついて、情報交換を行い、共
有化を図る。 
・ 指摘を受けた自分の指導上
の課題の改善策について協議
する際に「指導基準」を参考
にする。 
・ 教員が互いに自分の指導上
の課題について出し合い、改
善策について協議を行う。そ
の際に「指導基準」を参考に
する。 

・ 「指導基準」に記載の「指
導についての基本的な考え
方」や「学習指導要領との関
連と段階的な指導」を基に、
これまでの自分の授業や指
導に対する考え方を振り返
り、自分の指導上の課題（指
導内容の理解、指導方法、教
材・教具など）の明確化を図
る。 
・ 現在、指導している単元に
ついて、「指導基準」に記載
の「学習指導要領との関連と
段階的な指導」を確認し、指
導計画や授業の展開につい
て点検する。
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家庭・地域への説明方法の例 

○ 保護者会で 
○ 学校のホームページで 
○ 東京ミニマム保護者用パンフレット、学校便り、学年便り、 
学級便りなどの印刷物で 
○ 学校の掲示板で 
○ 学校公開日の際に開催する説明会で 
○ 個人面談や三者面談、家庭訪問などで 

家庭・地域に伝えたい内容の例 

○ 「指導基準」の具体的な内容と学習指導における「指導基準」の生かし方 
○ 「学習指導要領」及び「指導基準」の定着に向けて、家庭・地域の協力を得ることが重要である
こと 
○ 一人一人の児童・生徒は、学習経験、学習方法の適性などに違いがあること 
○ 確かな学力の向上は、学習習慣などの基本的な生活習慣との関連が高く、学校だけではなく家庭・
地域の影響も大きいこと 
○ 学習の意義や一人一人の児童・生徒に適した学習課題について、家庭で話し合うことが重要であ
ること 

家庭・地域に協力をお願いする内容の例

国語科 言葉遣い 

★ 家庭・地域でも、場面に応じて周りの大
人が言葉遣いについて指導すること 

算数科 測定の技能 

★ 家庭・地域でも、適宜、児童が時計を読
む機会を設定すること 
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